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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究では、小児における受動喫煙と溶連菌感染症の関連について評価した。

全国健康保険協会福岡支部のレセプトデータと健診データを使用し、4 歳未満

の喫煙状況の明らかな被扶養者 5,743 名を対象とした。受動喫煙は被保険者の

2011 年度から 2014 年度の喫煙状況により定義した。目的変数は、溶連菌感染

症の診断とし、診断のための検査の有無も考慮した。溶連菌感染症の診断があ

った者は 4.2％（244 人）で、うち約 6 割は検査なしに診断が行われていた。

ロジスティック回帰分析を行った結果、溶連菌感染症の診断は受動喫煙のある

場 合 の 方 が な い 場 合 よ り も 有 意 に 高 か っ た (OR 1.39, 95%CI 1.07 – 1.80, 

P<0.05)。検査を受けて溶連菌感染症が診断された場合を診断ありとした場合、

受 動 喫 煙 に よ る 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た (OR 1.20, 95%CI 0.80 – 1.80, 

P=0.39)。 

本研究により、受動喫煙と溶連菌感染症の関連が示唆され、受動喫煙が小児

へ与える影響について新しい知見を得ることができた。このことから、公共の

場だけではなく、家庭内も含めたタバコ対策を検討していくことが今後必要で

あると考えられる。 

以上は、受動喫煙と乳幼児の溶連菌感染症が関係する可能性をはじめて示唆

した意義あるものと考えられる。本論文の試験は、研究の背景、目的、方法、

結果とその解釈に説明を求めた。各調査委員より、溶連菌感染症の感染経路、

保菌者と発症者の病理、解析集団の抽出、統計経学的解析法など、論文内容と

関連事項について種々の質問を行い適切な回答を得た。調査委員合議の結果、

試験は合格と決定した。  
 


